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人のうこき僅雑業誓）

人　il　11．637人（＋113）

男　　　　5．589人（161）

女　　　　6，048人（152）

し博雅数　　　3，231戸（†34）

（）陶は前月　比

〟漣∴柁　3125　22　7
生

石　碑∴日　日　日　日

下　す　大　々∴冬　大
ル　い　み　リ　1、
コ　せ　モ　ス

石　ん　か　マ
（　　　　ス

締
れ

師
12月のこよみ

髄
走
（
し
わ
す
）

年
末
で
個
が
い
そ
が
し
く
走
り

ま
わ
る
の
で
師
走
、
締
月
と
0

日
－
く
○



第200号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（2）

みなさ　んの役場です　電話（3）1234

1

月
・
厳
寒
の
た
め
、
水
道
管
の
破
裂
あ
い

つぐ。

・
1
月
1
5
日
、
Ⅲ
人
が
新
成
人
に
。

賀
川
保
育
園
落
成
。

4
月

・
出
門
小
学
校
新
人
、
広
漠
小
学
校
5
5

人
、
浅
木
小
学
校
編
入
が
新
入
学
。

・
町
内
駅
伝
大
会
開
か
れ
る
。

松
ノ
木
チ
ー
ム
が
l
位
に
。

・
出
初
式
。
遠
資
町
消
防
団
ど
う
ど
う

の
行
進
。

2
月

・
遠
賀
・
申
開
地
区
環
璃
衛
生
大
会
開

か
れ
る
。

・
遠
賀
町
監
査
委
員
に
石
松
正
人
氏
を

選任。

3
月

・
町
議
会
は
級
年
度
一
般
会
計
予
算
1
5

億
8
千
万
円
等
を
可
決
。

飲
酒
運
転
の
追
放
を
決
議
。

・
行
政
相
談
員
に
石
橋
多
多
七
氏
が
決

定。
・
広
渡
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
遼

5
月

・
教
育
委
員
技
に
高
崎
昇
氏
を
選
任
。

・
軟
式
野
球
大
会
開
催
、
老
良
チ
ー
ム

優
勝
を
か
ざ
る
。

6
月

・
町
議
会
開
会
。
補
正
予
算
の
ほ
か
、

都
市
公
園
条
例
を
制
定
。

・
虫
生
津
の
嶺
久
彦
さ
ん
宅
の
畑
で
1

本
の
つ
る
に
2
コ
英
の
つ
い
た
カ
ボ

チ
ャ
が
み
つ
か
り
近
所
の
話
題
に
。

・
少
年
少
女
球
技
大
会
開
梱
。

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
浅
木
チ
ー

ム
、
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
虫
葦
津

チ
ー
ム
が
健
勝
。

・
遠
賀
川
区
に
新
し
い
恵
比
須
神
社
が

建立。

8
月

・
広
渡
小
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。

・
鬼
靴
老
人
ク
ラ
ブ
、
園
児
を
イ
モ
掘

り
に
招
待
。

馨
の
全
国
交
通
安
全
運
動
始
ま
る
。

馨
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
傭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
。

男
子
は
旧
停
チ
ー
ム
、
女
子
は
虫
生

津
チ
ー
ム
が
優
勝
。

思
円
小
学
校
で
運
動
会
。

日
月

・
文
化
芸
能
大
会
関
髄
。
町
内
の
芸
達

者
集
ま
っ
て
観
衆
を
わ
か
す
。

7
月

・
参
議
院
議
員
選
挙
あ
り
。
投
票
率
は

約
7
0
パ
ー
セ
ン
ト
。

・
町
内
各
地
区
子
供
会
、
キ
ャ
ン
プ
場

へ
く
り
出
す
。

・
遠
別
町
普
楽
祭
脚
榊
。

9
月

・
秋
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る
。

・
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
囲
鵬
。
広

渡
チ
ー
ム
が
優
勝
。

・
町
議
会
、
遠
賀
霊
園
条
例
を
制
度
化

1
0
月

・
町
民
体
育
祭
開
催
。
浅
木
地
区
総
合

一
位
に
。
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淳　　　西　　京　　若
普　　小葉　松背鰭仲

町　木調　庚台　岡野田山

繋　　点　　滴尚恵今
利　　子　　芙美子司

完古志石
山野和田

よ

泰邦し種
子子子子

別　　　　　居　　　　　　　鬼　　君　　　島
吉安的江　　松吉田　　太井信工　　舛　　石
川増田藤筒　井村域塙　田口行蔽津　添拡　田　津

寺　　　　ハ
頓借　　昌　　京哲大　　妙ル英和　　孝
二秀勉晴　　子也右　　手土蔵夫　　二　　武

河永山石
野田下原

典弘惑久
子幸明恵

善果梅毒雷高富智雷駕黒夢要塞昭電高潔
健
二広隆　　悦典忠輝和　　美秀　　講究蕾亮煎
郎一盛　　千手椎茸文　　子明　　子手技子代

戒石桝松　　松波　　　　和永安浦
能筆田山　馨郵　　田沼都璧

登
裕春懇意
千代子子

一ゆ　　時　　代其

代み昇春　　子治

木　　　　老

小串牧場占
Iii村元日部

芳　　正雄信
子均通司行

伸純白
山手石

修禎裕
二二司

遭
古谷識　鴛
木田田　川

義孝
隆和雄

藤森小
間下川

正弘裕
造二丈

那堀塚石粟
須田臼井秋

値札裕桂孝
美子美子夫

古　　楽　　　　梅香
湯　　　田　　　　臼

歯　　　突　　　　撃政
古　　　手　　　　千明

墓
誌
惑
溺
暖
網
目
轡
怒
饗
饗
藷
繋

∴

　

・

　

㍉

　

‥

・

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
目
」
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
昔
年
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
本
町
に
お

い
て
も
詔
急
行
轟
を
行
な
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
、
昭

和
詑
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
綿
牢
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
を
次
に

掲
職
し
て
お
り
ま
す
が
、
（
日
月
1
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
）

そ
の
後
、
転
入
さ
れ
だ
方
、
記
載
洩
れ
の
方
、
誤
記
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
謹
し
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
御
面
倒
な
が
ら
教
育
委
員
会

事
務
局
ま
で
御
一
報
下
さ
い
。

な
お
、
記
念
行
革
と
し
て
福
岡
県
立
社
会
保
育
短
期
大
学
助
教
授
小
関

康
之
先
生
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

安
永
萬
久
代

丸
井
　
郁
子

栗
田
伸
一
郎

二
村
　
繁
行

太
田
　
恵
子

友
延
か
を
り

多
田
　
文
二

柴
田
　
益
美

長
谷
川
祐
子

木
今
山
　
蔑

白
木
　
政
参

田
中
　
政
道

冨
永
　
政
審

吉
野
　
正
一

針
本
　
潤
治

木
本
　
恵
子

徳
永
登
志
子

野
中
　
芳
子

良
添
田
　
敏
和

本
田
　
脚
子

守
古
都
∴
華
弘

小
林
　
保
諺

秋

　

建

治

福
田
　
　
宝

太
田
は
ろ
み

小
西
　
幸
子

岡
崎
　
昭
彰

割
田
　
発
見

杉
　
　
　
繋

伸
　
　
　
聡

吉
川
　
良
一
一

木
鳴
八
重
子

高
島
　
早
苗

中
尾
　
洋
美

森
　
　
俊
子

添
田
は
ろ
み

山
田
　
良
男

森
田
　
陽
子

西
岡
　
弥
生

増
田
く
る
み

訪
　
印

大
庭
　
　
掌

矢
野
　
秀
樹

瀬
尾
　
幸
子

金
岡
　
由
美

中
間
八
重
子

西
尾
由
美
子

旧
　
傭

末
塵
　
　
勉

立
山
　
亮
次

原
田
　
郁
子

松
ノ
本

柴
田
　
忠
孝

広
　
激

川
崎
　
新
一

垂
広
　
寿
人

柴
田
　
哲
治

南
部
　
良
一

野
田
　
芳
広

大
填
真
理
子

国
吉
腕
白
美

田
原
　
悦
子

三
浦
真
由
美

矢
野
　
郁
子

遺
　
嘗

水
上
　
武
発

白
水
崇

北
村
　
武
典

佐
久
川
浩
一

平
川
　
典
幸

柴
田
　
　
陸

別
田
　
千
秋

中
村
　
　
裕

権
本
　
砥
美

織
田
　
信
子

古
賀
三
知
子

未
森
三
枝
手

原
　
　
尚
子

松
崎
　
美
保

河
口
　
順
子

志
望
原
球
史

中
平
　
宗
一

言
3
回
遠
賀
町

駅
伝
大
会

開
催
せ
ま
る
／

先
月
号
で
御
案
内
し
ま
し
た
、
町
民

駅
伝
大
会
の
開
催
要
項
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
度
の
参
加
は
8
チ
ー
ム
で
し
た

が
今
年
は
、
今
年
最
後
の
体
育
行
事
と

し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
参
加
チ
ー
ム
を

得
て
盛
会
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
各
区
と
も
ふ
る
っ
て
出
場
さ
れ
ろ
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
主
催
∴
遠
賀
町
教
育
委
員
会

遠
賀
町
体
育
協
会

▽
日
時
　
1
2
月
1
8
日
（
田
）

午
前
1
0
時
ス
タ
ー
ト

∇
コ
ー
ス
　
出
門
小
学
校
械
～
鬼
津
－

小
鳥
掛
で
（
尾
崎
の
一
周
4
・
4

農
の
コ
ー
ス

∇
オ
ー
ダ
ー
と
走
麗
離

一
区
　
小
学
生
∴
∴
∴
猶
・
2
度

二
区
　
中
学
生
　
　
　
4
・
4
品

三
区
　
0
0
代
以
上
　
　
2
・
2
血

四
区
　
2
0
代
　
　
　
　
4
・
1
嵐

五
区
　
2
0
代
　
　
　
2
・
2
品

六
区
　
0
0
代
以
上
　
　
2
・
2
鳳

七
区
　
中
卒
～
1
9
才
　
4
・
4
慮

▽
競
技
形
式
　
町
内
各
区
の
公
民
館
対

筑
競
技
と
す
る

▽
申
し
込
み

出
場
チ
ー
ム
は
所
定
の
申
込
蕾
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
職
月
1
2
日

へ
月
）
ま
で
に
教
育
委
貝
会
に
座
し

込
む
こ
と

うよしま．ヽ1
”
V貫で内町はこぼだ
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のおだよ　り　してみません
正月　3ガロは遠距誰通話割引

1 車上な▽∇　▽▽ 詩篇麗紹轟寧講書謙語嵩《 係お∴∴暫∴！芯 

弼盤○謹法器獅馨瀧膚 ずに務先24）英1 下い人造和添3、 
：∴〕「∴　：「∴：：妻∴ 

人　　　　月　　田内単　　　　産る　　　　　　方だ．／ 

暴力Iま、見たら闘いたら110　番

ゆ

く

年

、

く
み
ん

1
2
月
は
歳
末
大
売
出
し
、
忘
年
会
、

ボ
ー
ナ
ス
と
経
済
活
動
が
一
段
と
活
発

に
な
る
た
め
、
例
年
他
の
月
に
比
べ
て

各
種
犯
罪
や
郵
政
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
1
2
月
l
日
か
ら
1
月
1
0

日
ま
で
を
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
期

間
と
し
て
瞥
祭
の
全
機
能
を
あ
げ
、
犯

罪
や
事
故
の
防
止
活
動
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
犯
罪
や
尊
敬
防
止
に
関

す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
、
明
る
い
年
末
を
過
ご
し
、
新
し
い

議
鷺
緯
∵
級
轡

る

年
な

で

防

犯

く
く
く
■

ヽ
一

、hN

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
出
か
け
は
ひ
と
声
か
け
て
カ
ギ
か

け
て

あ
き
巣
ね
ら
い
や
忍
び
込
み
な
ど
侵

入
盗
の
半
数
は
、
「
カ
ギ
の
か
け
忘

れ
」
　
「
開
け
放
し
」
　
「
戸
締
り
の
設

備
な
し
」
な
ど
戸
締
り
が
憩
い
た
め

に
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

▽
外
出
や
就
漫
時
に
は
カ
ギ
の
点
検

を
行
い
、
確
実
な
声
締
り
を
し
ま
し

ノ
ダ
メ
　
　
　
∇
家
を
留
守
に
す
る

し
ま
す
。

※
ス
U
、
ひ
っ
だ
く

り
に
ご
用
心

年
末
は
現
金
目
あ

て
の
凶
悪
犯
罪
、

銀
行
周
り
や
後
潟

な
ど
を
ね
ら
っ
た

ス
り
や
ひ
っ
た
く

場
合
は
、
お
隣
り

へ
び
と
声
か
け
て

留
守
を
頼
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
轟
力
は
見
た
ら
聞

い
た
ら
一
一
〇
番

こ
ぶ
き
た
し
て
い
る
あ

の
方
に
、
声
の
お
だ
よ
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

正
月
3
ガ
日
は
、
0
0
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
遠
の
地
域

へ
の
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話

が
、
昼
間
で
も
夜
間
と
同

じ
割
引
に
な
り
ま
す
。
（

平
均
4
割
引
。

間
通
話
は
平
常

と
同
じ
。
棚
番

通
話
は
割
引
な

し）

あ
の
方
に
、

あ
い
つ
に
、
あ

の
人
に
新
年
の

但
し
、
枚

ち
か
い
罷
話
の
も
と
で
す
。

∇
ダ
イ
ヤ
ル
は
続
け
て
最
後
ま
で
倒
し

ま
し
ょ
う
。
ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中
で
5

秒
以
上
間
を
お
く
と
切
れ
ろ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

∇
ダ
イ
ヤ
ル
し
終
っ
て
も
呼
出
し
音
が

で
ろ
ま
で
音
が
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
機
械
が
相
手
を
さ
が

し
て
い
る
た
め
で
す
。

▽
呼
出
し
昔
が
な
っ
て
い

麿
　
ろ
と
き
は
、
1
0
回
稜
待

ち
ま
し
ょ
う
。
相
手
が

地
謡
機
か
ら
腫
れ
た
と

こ
ろ
に
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▽
相
手
が
お
話
し
中
の
と

り
の
被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

▽
盛
り
場
や
混
雑
す
る
場
所
へ
行
く
と

き
は
、
必
要
以
上
の
現
金
は
持
ち
歩

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
女
性
の
夜
間
の
ひ
と
り
歩
き
や
、
混

雑
す
る
場
所
で
の
持
ち
物
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

∇
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
を
利
用
す
る

際
に
は
、
で
き
ろ
だ
け
2
人
で
行
動

す
る
か
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
な

ど
し
て
往
復
途
中
で
の
轡
戒
は
十
分

飲
酒
す
る
機
会
が

多
く
な
り
、
大
ト

ラ
小
ト
ラ
や
、
暴
力
団
貝
の
い
や
か

ら
せ
、
け
ん
か
、
た
か
り
な
ど
が
多

く
な
り
ま
す
。

∇
自
分
の
飲
酒
量
を
わ
き
ま
え
て
、
い

い
か
か
り
を
つ
け
ら
れ
る
ス
辛
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
り
、
聞
い
た

り
、
見
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
蟹

祭
へ
Ⅲ
蕃
し
ま
し
ょ
う
。

声
m
r
J
r
ト
O
r

あ
い
さ
つ
を
、
元
気
な
声

を
聴
か
せ
て
あ
げ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
、

▽
番
号
は
記
億
に
た
よ
ら

ず
、
よ
く
確
か
め
て
か

ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ

う
。
ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で

の
か
け
な
お
し
は
、
ま

無
料
交
通
事
故
相
談

交
通
郵
政
の
ご
相
談
は
こ
遠
慮
な
く

ど
う
ぞ
。

平
日
は
午
前
9
時
半
か
ら
午
後
4
時

半
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
専
門

の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
枯
淡
を

受
け
て
い
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後
1
時

さ
は
、
3
分
く
ら
い
待
っ
て
か
け
な

お
す
と
、
た
い
て
い
つ
な
が
り
ま

す。
∇
超
話
に
も
ラ
ッ
シ
ュ
が
あ
り
ま
す
。

朝
7
時
～
9
時
、
夜
8
時
－
二
川
時
は

お
話
し
中
が
多
く
な
り
ま
す
。

▽
よ
く
お
か
け
に
な
る
暗
譜
番
号
は
、

葦
抜
熊
に
必
ず
ひ
か
え
て
お
さ
ま
し

ょ
，
つ
。

か
ら
は
弁
護
士
も
お
り
ま
す
の
で
、
交

通
事
故
で
お
こ
ま
り
の
問
題
を
お
持
ち

の
方
は
、
小
倉
北
区
紺
屋
町
9
の
1
、

明
治
生
命
小
倉
ピ
ル
8
階
、
自
動
車
保

険
料
率
算
定
会
小
倉
調
査
軍
務
所
内
、

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
、
樋

話

0

9

3

（

5

2

1

）

2

1

4

0

ま

で

ご
相
談
下
さ
い
。

公
給
領
収
証
を

受
け
撮
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅

館
、
飲
食
店
等
を
利
用
し
、
料
金
支
払

の
陳
に
公
給
領
収
証
を
必
ず
受
け
取
り

ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
飲
食
店
、
喫
茶
店
は
l
人

1
回
の
飲
食
料
金
が
二
千
円
以
下
、
旅

館
に
つ
い
て
は
1
人
1
泊
四
千
円
以
下

は
免
税
で
す
。
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こ
れ
が
「
逆
差
別
」
な
の
だ
ろ
う
か
　
②

先
月
号
で
「
同
和
対
策
事
業
」
は
、

百
年
前
の
「
解
放
令
」
と
と
も
に
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
「
百
年
後
の

今
日
実
施
し
て
い
る
当
然
の
行
政
施
策

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
部
落
差

別
の
現
実
に
正
し
い
駐
機
を
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。

「
部
落
」
だ
け
に
住
宅
が
建
っ
て
い

る
と
か
、
道
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
と

か
、
集
会
所
が
で
き
て
い
る
な
ど
と
、

そ
の
一
都
分
だ
け
を
見
て
、
「
部
落
だ

け
よ
く
し
て
や
ろ
の
は
お
か
し
い
、
逆

差
別
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
い
う
人
の

多
く
は
「
部
落
」
の
本
当
の
実
態
を
知

ら
な
い
し
、
知
ろ
う
と
し
な
い
人
に
多

い
よ
う
で
す
。
一
度
で
も
「
部
落
」
に

足
を
運
び
差
別
を
見
抜
く
眼
で
「
部
落

」
を
見
れ
ば
、
今
な
お
数
多
く
存
在
す

る
差
別
の
実
態
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
時
に
、
大
切
な

こ
と
は
部
落
差
別
を
ぬ
き
に
し
て
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
る
ほ
ど
一
般
地
区

に
も
貧
乏
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

部
落
の
貧
乏
と
は
本
質
的
に
通
う
の
で

す。

「
怠
け
者
が
い
る
か
ら
だ
」
と
い
う

人
も
い
ま
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
間
遠

い
で
す
。
部
落
の
人
た
ち
が
貧
乏
な
の

は
安
定
し
た
住
専
に
つ
く
こ
と
が
で
き

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
何
か
の
率
階
で
失
業
し
た

か
ら
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
は
じ
め
か
ら

ま
と
も
な
仕
謡
に
つ
け
な
い
よ
う
に
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
「
部
落

の
歴
史
」
　
を
学
習
す
れ
ば
明
ら
か
で

す。
部
落
の
貧
乏
は
、
差
別
さ
れ
た
緒
果

な
の
で
す
。

部
落
の
人
々
が
生
活
し
て
い
る
諒
魂

や
道
路
、
住
宅
、
仕
革
な
ど
、
非
常
に

憩
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
実
態

で
す
。
そ
の
こ
と
が
部
落
を
差
別
す
る

彿
念
を
構
え
つ
け
て
行
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
政
治
の
し
く
み
が
原
因

で
「
部
落
」
を
作
っ
た
の
で
す
か
ら
、

特
別
措
記
法
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
行

政
の
寅
任
で
、
こ
の
解
決
に
あ
た
ら
な

く
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
す
。

家
が
新
築
さ
れ
た
り
、
公
営
住
宅
が

つ
く
ら
れ
て
い
く
か
ら
、
差
別
は
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
人
が
い
ま
す

が
、
そ
の
家
か
ら
主
人
が
地
下
た
び
姿

で
失
効
や
臨
時
工
と
し
て
の
住
専
に
行

く
実
態
や
、
今
で
も
舗
装
さ
れ
た
通
か

ら
少
し
わ
き
道
に
入
れ
ば
、
迷
路
の
よ

う
な
小
路
で
消
防
車
も
は
い
れ
ず
、
火

事
で
も
あ
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
雑
然
と
し
た
軒
並
み
の
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
見
て
、
「
部
落

ば
か
り
を
大
切
に
し
て
い
ろ
」
と
い
え

る
で
し
ょ
う
か
。

「
逆
差
別
」
で
は
な
い
か
と
疑
問
を

も
た
れ
ろ
方
は
、
ど
う
ぞ
「
部
落
」
の

実
態
を
い
ま
一
度
見
な
お
し
て
、
部
落

差
別
の
現
実
を
正
し
く
忍
諭
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
以
下
次
号
）

∇
板
壁
、
ふ
す
ま
な
ど
、
立
ち
上
り
商

の
場
合
は
、
上
の
方
か
ら
水
を
ま
く

気
詩
で
、
半
円
を
描
く
よ
う
に
か
け

ろ
o

▽
板
壁
な
ど
木
材
の
火
は
、
表
面
消
火

後
、
表
側
に
も
十
分
か
か
る
よ
う
に

二
、
三
杯
か
け
て
お
く
。

▽
浴
槽
の
水
は
抜
か
ず
、
浴
室
に
は
バ

ケ
ツ
を
必
ず
置
い
て
お
く
。

※
消
火
轡
は
使
え
ま
す
か

消
火
器
を
火
の
車
に
投
げ
こ
ん
だ

が
、
ぜ
ん
ぜ
ん
消
え
な
か
っ
た
。

こ
の
人
は
、
あ
わ
て
て
い
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

消
火
器
が
火
の
車
で
自
動
的
に
消
火

機
能
が
動
き
出
す
と
思
っ
て
い
た
と

い
う
笑
え
ぬ
実
話
で
す
が
、
消
火
器

は
人
の
手
で
操
作
し
な
け
れ
ば
、
役

に
は
立
ち
ま
せ
ん
。
も
う
一
皮
、
あ

な
た
も
消
火
器
に
つ
い
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
火
災
・
激
越
発
生
状
況

（
1
月
か
ら
1
0
月
ま
で
）

南
国
豊
国
団
扇
星
図

火

　

災

一

成

一

m

一

〇

一

5

一

柳

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

具
赤
な
炎
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
な

火
率
〃
‥
油
や
灯
油
の
火
が
英
赤
に
な

っ
て
バ
ッ
と
火
の
手
を
あ
げ
る
。

カ
ー
テ
ン
や
障
子
、
ふ
す
ま
に
移
っ

て
赤
い
炎
が
メ
ラ
メ
ラ
と
立
ち
の
ぽ

る。

し
か
し
、
こ
の
炎
、
派
手
な
滑
り
に

消
し
て
し
ま
え
ば
、
な
ん
だ
こ
の
位
だ

っ
た
の
か
と
、
ピ
ッ
ク
リ
す
る
種
焼
け

あ
と
は
大
き
く
な
い
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
落
ち
つ
い
て
消
火
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
わ
け
で

す。※
消
火
の
コ
ツ

水
は
こ
の
よ
う
に
か
け
る

▽
床
面
が
燃
え
て
い
る
と
き
は
、
火
の

中
心
か
ら
か
け
始
め
、
だ
ん
だ
ん
と

周
り
に
か
け
ろ
。
水
は
ま
と
め
て
勢

い
よ
く
ド
ッ
と
か
け
ろ
。

陳
雷
匡
苫

☆
募
集
中

※
遠
賀
中
間
医
師
会
准
看
義
挙
陳
学
生

詳
細
は
、
役
揚
厚
生
課
ま
た
は
看
護

学
院
、
態
話
0
9
3
（
6
9
1
）

3
4
6
3
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
頓
知
5
3
年
寄
養
成
職
業
訓
練
生

詳
細
は
、
県
立
戸
畑
扇
等
職
業
細
緻

使
、
舘
話
0
9
3
（
8
8
1
）
3
3

9
3
へ
お
固
い
合
せ
下
さ
い
。

※
北
九
州
工
雛
真
筆
専
門
学
校
学
生

詳
細
は
、
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学

校
学
生
課
教
務
係
、
館
話
0
9
3
（

9
6
2
）
5
8
3
1
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

※
自
治
医
科
大
学
学
生

詳
細
は
、
福
岡
市
博
多
区
中
洲
申
出

町
2
の
3
、
福
岡
フ
ジ
ラ
ン
ド
ビ
ル

内
、
福
岡
県
衛
生
部
医
務
課
、
感
話

0

9

2

（

2

9

1

）

7

5

3

6

へ

お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
遠
賀
町
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
員

蠍
、
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
等
レ
ク
り

ェ
ー
シ
ョ
ン
全
般
に
わ
た
っ
て
楽
し

く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
や
参
加
し
て
み
よ
う
と
い
う
方

は
、
毎
月
第
1
、
第
3
月
曜
日
（
午

後
7
時
－
9
時
ま
で
）
公
民
館
別
館

で
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

※
遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
会
員

健
康
な
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
で

は
、
今
、
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
「
や

っ
て
み
よ
う
か
な
I
L
　
と
思
う
方

は
、
例
会
に
一
度
来
て
み
て
下
さ

い
。
大
歓
迎
で
す
。

▽
例
会
日
　
毎
遇
水
曜
日
、
午
後
7
時

～
9
時

▽
現
　
所
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館
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－
　
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
　
3
期
分

納
期
限
　
1
2
月
豹
日
ま
で

笑
頴
で
納
税
、
明
る
い
町
政

※
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
に
つ
い
て

郷
土
は
私
達
の
宝
で
す
。
も
っ
と
美

し
い
、
住
み
よ
い
町
に
致
し
ま
し
ょ

う
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
現
場
を
見

つ
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
注
葱

を
聞
か
な
い
よ
う
だ
っ
た
ら
、
不
法

投
棄
者
の
名
前
、
轟
の
ナ
ン
バ
ー
等

を
確
認
し
て
、
役
損
衛
生
係
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

※
乳
児
相
戦

▽
朔
　
日
　
1
2
月
1
9
日
（
月
）

1
月
1
7
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
日
時
0
0
分

▽
対
象
者
　
1
歳
未
満
児

▽
場
　
所
　
役
場
保
雄
室

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
∴
容
　
体
垂
、
身
皮
等
測
定
、
食

疎
等
の
相
談

※
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種
混
合
）

▽
期
　
日
　
1
2
月
2
0
日
（
火
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

（
郵
便
局
横
）

∇
そ
の
他
　
時
間
、
対
象
者
、
持
参
品

等
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報

お
ん
が
の
1
0
又
は
Ⅱ
月
号

か
衛
生
係
で

※
未
登
録
犬
の
捕
獲
に
つ
い
て

昭
和
5
2
年
度
秋
季
狂
犬
病
予
防
注
射

が
1
0
月
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

相
当
数
の
飼
い
犬
が
注
射
を
受
け
て

な
い
よ
う
で
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る

人
は
必
ず
毎
年
登
録
と
注
射
（
蕃
秋

2
回
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
け
て
な
い
人
は
郡
内
、
申
開
市
内

の
猷
庭
師
に
て
注
射
（
千
円
前
後
）

を
受
け
た
の
ち
注
射
済
証
・
登
録
証

（
九
百
五
十
円
）
を
役
場
ま
で
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。
登
録
・
注
射

を
し
て
な
い
犬
は
、
野
犬
と
見
な
し

て
次
の
期
間
内
に
町
内
を
巡
回
芦
別

訪
問
し
て
捕
獲
致
し
ま
す
。

▽
期
　
間
　
昭
和
5
2
年
1
2
月
1
日
か
ら

脂
和
裁
年
3
月
1
日
ま
で

※
し
尿
く
み
破
り
に
つ
い
て

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
次
の
事
を

守
っ
て
下
さ
い
。

○
く
み
取
り
申
込
み
を
さ
れ
て
も
、
す

ぐ
に
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
早
目
に
役

場
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

〇
人
貝
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
も
す
ぐ

に
役
場
に
届
出
て
下
さ
い
。

○
地
下
水
、
雨
水
等
の
流
れ
込
む
よ
う

な
不
良
便
そ
う
は
早
急
に
改
善
し
て

下
さ
い
。

○
便
そ
う
付
近
は
作
業
し
や
す
く
し
て

下
さ
い
。

※
役
場

役
場
の
寧
務
は
例
年
の
と
お
り
、
1
2

月
織
目
午
前
中
に
「
御
用
納
め
」
を

行
い
、
1
月
3
日
ま
で
窓
口
一
般
車

務
は
取
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
な
ど
は
1
2
月
2
8
日
午
後
以
降

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

方
は
早
目
に
役
場
に
お
い
で
下
さ

い
。
た
だ
し
、
声
籍
の
受
付
（
出
生

届
、
死
亡
届
）
に
つ
い
て
は
当
碩
者

に
申
し
出
て
下
さ
い
。

※
遠
賀
町
老
人
憩
の
豪

1
2
月
2
9
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。

新
年
1
月
5
日
か
ら
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
中
央
公
民
館
と
公
民
館
別
飯

嶋
月
柳
田
か
ら
1
月
3
日
ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。

※
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

峻
月
3
1
日
と
正
月
3
日
間
、
臨
時
の

「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
遠
賀
中
間
医
師
会
の

全
面
的
協
力
を
得
て
、
遮
費
郡
4
町

と
中
間
市
が
共
同
で
設
け
ろ
も
の

で
、
急
病
で
や
む
を
得
な
い
方
に
限

っ
て
診
察
致
し
ま
す
。

正
月
酒
の
飲
み
す
ぎ
や
、
正
月
過
ぎ

に
診
察
を
受
け
れ
ば
よ
い
よ
う
な
慢

蛙
の
患
者
さ
ん
の
診
横
は
、
お
断
り

致
し
ま
す
。

な
お
、
急
病
で
診
察
を
受
け
ら
れ
る

方
は
次
の
事
を
御
承
知
下
さ
い
。

▽
診
察
は
「
有
料
」
で
す
。

∇
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
又
は
、
儀
酒
保
幾
組
。

老
人
医
旗
、
乳
幼
児
医
療
を
受
け
て

い
る
人
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者
証
と

老
人
医
療
証
又
は
、
乳
幼
児
医
療
証

を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
往
診
は
致
し
ま
せ
ん
。

▽
開
設
場
所
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町

頃
末
、
町
民
会
館
前
）
把
話
0
9
3

（
6
9
1
）
4
1
6
1
又
は
0
6
2

∇
開
設
日
と
診
旗
時
間

○
シ
廉

く
み
取
り
予
定
日
が
月
初
め
の
方
、

そ
の
他
特
別
事
樽
の
あ
る
方
で
、
臨

時
く
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
1
2

月
1
5
日
ま
で
に
衛
生
係
ま
で
印
鑑
持

参
の
上
、
申
込
ん
で
下
さ
い
。
料
金

は
寝
時
料
金
で
す
。

▽
休
業
期
間

1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日

○
ゴ
ミ

▽
休
業
期
間

1
2
月
3
1
日
～
l
月
3
日

▽
も
え
る
ゴ
ミ
を
出
す
口

1
2
月
2
8
日
ま
で
平
溜
収
集

2
9
・
3
0
日
は
町
内
全
域
収
菓

▽
も
え
な
い
ゴ
ミ
を
出
す
日

1
2
月
1
4
日
（
水
）

成
月
認
日
（
水
）

∇
大
型
家
庭
廃
品
を
出
す
日

1
2
月
鉛
白
（
水
）

囲
聞
軸
軸
劃

n
月
2
7
日
、
町
内
の
苔
賽
二

1
2
月
3
1
日

l
月
l
目

l
月
2
日

l
月
3
日

1
2
時
～
1
8
時

1
0
時
～
1
8
時

※
シ
尿
、
ゴ
ミ
の
収
集

軍
末
輩
始
は
、
く
み
取
り
、
コ
ミ
収

災
業
務
を
休
み
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

を
集
め
て
中
央
公
民
館
で
遠
賀

町
文
化
芸
能
大
会
が
あ
り
ま
し

た。

芸
能
の
部
で
は
、
民
稲
あ

り
、
踊
り
あ
り
、
詩
吟
あ
り
、

三
味
線
あ
り
で
、
つ
め
か
け
た

観
衆
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
4
－
北
、
洋
服
な
ど
の

農
示
も
あ
り
、
文
化
の
秋
を
洲

興
し
た
一
口
で
し
た
。


